
一般情報

Description
CFSC-8Bは、肝硬変肝組織に由来するラット肝星細胞（HSC）のクローン株であり、自然不死化された脂肪蓄積性肝硬変細胞（CFSC）から生成されたいくつかのサブクローンの一つである。 親株となるCFSC集団は、四塩化炭素によって肝硬変を誘発された雄のWistarラットから分離した肝星細胞から樹立された。反復継代および密度勾配精製を経て、限界希釈法により個々のクローンが得られ、その中からCFSC-8Bが選定され、安定かつ継続的に増殖する株として特性が明らかにされた。 総説の「NFSC、CFSCおよびその派生細胞」の項（709ページ）に要約されているように、CFSC-8Bは、増殖および細胞外マトリックス産生に関して顕著なクローン間異質性を示す、肝硬変由来の星状細胞クローン群に属する：contentReference[oaicite:0]{index=0}。

CFSC-8Bは、活性化された肝星細胞と一致する筋線維芽細胞様表現型を示す。 これらの細胞は単核で紡錘形の形態をしており、細胞質には遊離リボソームと豊富な粗面小胞体が存在します。また、デスミンおよびビメンチンを発現し、I型およびIII型コラーゲン、フィブロネクチン、ラミニンなどの主要な細胞外マトリックス成分を合成します。 正常な肝臓由来の星状細胞株（NFSC）と比較して、CFSC-8B などの肝硬変由来の CFSC クローンは、脂質滴が少なく、より顕著な線維状細胞外マトリックスの表現型を示します。 機能解析により、トランスフォーミング成長因子-β（TGF-β）を含む線維化促進性サイトカインに対する反応性が実証されており、コラーゲン遺伝子発現の誘導に加え、メタロプロテアーゼ組織阻害因子-1（TIMP-1）やその他のマトリックス関連タンパク質の調節も確認されている。

その安定した活性化表現型、旺盛な細胞外マトリックスの産生、およびサイトカインへの反応性により、CFSC-8Bは、肝線維化における転分化肝星細胞のin vitroモデルとして広く使用されている。 しかし、総説で論じられているように、CFSC 由来細胞を含む不死化 HSC 細胞株は、遺伝子型および表現型のドリフトを示し、初代星状細胞で観察される静止状態から活性化状態への動的な移行を完全に再現することはできない :contentReference[oaicite:1]{index=1}。 したがって、CFSC-8Bは、確立された星状細胞の活性化を模倣した条件下における、線維化シグナル伝達、細胞外マトリックスの調節、および抗線維化介入のメカニズム解明研究に特に適している。

Organism ラット

Tissue 肝臓

特徴

Age アダルト

Gender 男性

Cell type 肝星細胞

規制データ

Citation CFSC-8B（Cytion カタログ番号 305471）

NCBI_TaxID 10116

CellosaurusAccession CVCL_4U37

生体分子データ

ハンドリング

Freeze
medium

凍結保存培地としては、解凍後の生存率を十分に高めるため、完全増殖培地＋10％DMSOを使用している。
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Thawing and
Culturing Cells 1. 輸送中の最適温度を維持するため、細胞はドライアイスで輸送される。

2. 凍結バイアルを受け取ったら、細胞の完全性を保つために-150℃以下で直ちに保存するか、直ちに培養が必要な場合はステップ3に進む。

3. 直ちに培養する場合は、バイアルを清浄な水と抗菌剤を入れた37℃のウォーターバスに浸し、小さな氷の塊が残るまで40～60秒間静かに撹拌して速やかに融解する。

4. 凍結バイアルを開封する前に70％エタノールで消毒する。

5. 消毒したバイアルを注意深く開け、細胞懸濁液を8mlの室温培養液を入れた15ml遠心チューブに移し、穏やかに混ぜる。

6. 混合物を200 x gで5分間遠心し、凍結培地を含む上清を注意深く捨てる。

7. 解凍後の回収に記載されている手順に従う。

Incubation
Atmosphere 37℃、5%CO2、加湿雰囲気。

Shipping
Conditions 凍結保存された細胞株は、輸送中約-78℃を維持するのに十分な保冷剤とともに、有効な断熱包装でドライアイスとともに輸送される。受領後、直ちに容器を検査し、遅滞なくバイアルを適切な保管場所に移してください。

Storage
Conditions 長期保存の場合、バイアルを-150～-196℃の気相液体窒素に入れる。80℃での保存は、液体窒素に移す前の短い暫定措置としてのみ許容される。

品質管理および分子分析
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